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地
域
社
会
の
輪
の
中
で
老
人
介
護
を
目
指
す

＾
サ
ー
ク
ル
・

と
な
り
の
わ
＞

老
後
を
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
ー
こ
れ
は
高
齢

者
だ
け
の
問
題
で
な
く、

誰
も
か
い
つ
か
は
た
ど
る

道
で
あ
る。

高
齢
化
社
会
と
女
性
の
問
題
を
深
く
考

え
た
い
と、

市
の
桶
人
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
三
十

i
五
十
代
の
主
婦
十
六
人
が
二
年
前
に
会
を
結
成。

老
人
問
題
を
考
え
る
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
ヘ
の
参
加、

寝
た
き
り
老
人
宅
の
介
護
手
伝
い
、

病
院
介
護
実
習

リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加
等、

学
習
と
実
践
両
面
か
ら
の

活
動
は、

各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る。

「
と
な
り
の
わ」
の
「
わ」

は
和
で
あ
り
輪
で
あ
る。

家
族
・

地
域
・

会
員
の
和、

互
い
に
働
き
か
け
あ
う

人
々
と
の
輪
（

つ
な
が
り）

を
大
切
に
し‘

輪
を
更

に
大
き
く
社
会
に
広
げ
た
い
と
意
欲
的
で
あ
る。

学
習
と
老
人
介
護
活
動
を
進
め
る
中
か
ら、

地
域

を
―
つ
の
家
族
と
考
え、

そ
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い

き
た
い
と
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る。
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代
表
者

堀

内

由

紀

代

声
の
か
け
橋
と
し
て
十
三
年

＾
虹
の
会〉

目
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
読
書
の
楽
し
み
を
分
か

ち
合
い
た
い
と
本
の
朗
読
・

録
音
奉
仕
に
取
り
組
ん

で
い
る。

こ
れ
ま
で
録
音
し
た
の
は
九
十
分
テ
ー
プ

で
約
千
四
百
巻。

純
文
学、

推
理
小
説、

俳
句
や
短

歌、

児
童
文
学
な
ど、

数
多
く
の
作
品
を
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
き
た。

現
在
会
員
は
二
十
代
か
ら
七
十
代
の
主
婦
二
十
六

人。

月
一

回、

N
H
K
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
間
の
と
り
方
な
ど
朗
読
指
導
を
受

け、

確
か
な
読
み
を
め
ぎ
し
な
が
ら、

録
音
は
各
家

庭
で、

家
事
の
合
間
に
行
っ
て
い
る。

根
気
の
い
る

作
業
だ
け
に‘

忙
し
い
日
常
で
の
録
音
活
動
は、

長

続
き
さ
せ
る
の
が
大
変
と
会
員
は
口
を
揃
え
る。

昨
年
は
朝
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
賞
を
受
け、

こ

れ
ま
で
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た。

今
年
は
漱
石

の
全
作
品
を
吹
き
込
も
う
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る。
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真

子

ふ
る
さ
と
の
伝
承
集
を

〈
三
島
北
上
婦
人
学
級
「
く
ら
し
の
サ
ロ
ン
」
＞

消
費
生
活
講
座
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
終
了
し

た
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
主
婦
二
十
人
で、

地
域
の

誦
人
学
級
を
発
足
し
た
の
か
五
十
九
年
度。

新
幹
線
開
通
か
ら
急
速
に
宅
地
化
し、

沼
津
や
東

京
方
面
か
ら
の
転
居
者
が
地
元
在
住
者
よ
り
多
く‘

大
半
が
核
家
族
と
い
う
状
況
で
あ
る。

講
演
を
聞
い
た
り
生
活
体
験
の
中
か
ら
問
題
点
を

話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に、

ま
ず
今
住
ん
で
い
る
土

地
柄
を
理
解
し、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た。

郷
土
史
や
こ
と
わ
ざ、

し
き
た

り、

方
言、

民
話
等
を
家
庭
や
老
人
会
へ
出
向
い
て

取
材
し
「
北
上
郷
の
伝
承
集」

を
ま
と
め
上
げ
た。

地
元
や
周
辺
か
ら
の
反
響
も
大
き
く、

夏
休
み
に
は

少
年
ふ
る
さ
と
教
室
で、

子
供
た
ち
に
「
伝
承
集」

の
解
説
も
し
て
き
た。

さ
ら
に
新
企
画
と
し
て
地
域

の
主
婦
の
生
活
の
知
恵
を
集
め
た
り
し
て
い
る。
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